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本 論文 では，公共 空間 にお いて ロボ ッ トが人 に代 わって コ ミュニ ケーシ ョンを

行 うこ との妥 当性 を明 らかにす る とともに，情報提供法 と巡 回法 を提案す る．

近年 ，公共 空 間において，警備 や道案 内な どの コ ミュニ ケー シ ョンタス クを行

うロボ ッ トが研 究 開発 され てい る． しか し， ロボ ッ トが人 に代 わ って これ らのタ

ス クをや るこ とに対 して，社会 的 に受 け容 れ られ るか とい う社 会受容性 につ いて

明 らかに した研究 は少 ない ．そ こで ，本研 究で は，人がや りた くない コ ミュニケ

ー シ ョンタス クに注 目し，それ を人 よ りもロボ ッ トにや らせ た方 が有益 で ある こ

と， を実験 で 明 らか にす る．人がや りたが らない要 素 として，延 々 と道案 内を行

う，理 不尽 な要 求 に対応 しな くて な らない，依頼 されて ゴ ミ箱 か ら鍵 を拾い上 げ

る， の3種 類 の タス クを選 ぶ． タスクを実行す る実体 として， 「人 間」，人 間が 中

に入 って動 作す る 「着 ぐるみ」， 「ロボ ッ ト」 が これ らのタス クを実行 し，行 き交

う人 々に どの よ うな印象 を与 えるかを解析す る． これ ら3種 類 の タス ク と3種 類

の実体 とを組 み合わせた9種 類 の ビデオ を30名 の被験者 に見せて ，それ ぞれ の場

合 の主観評価 を行 った．実験の結果 ，上記3タ ス ク全て におい て，被験者 は， こ

れ らの タス クを人 間，着 ぐるみ よ りもロボ ッ トの方 にや らせ る ことが有意 であ る

こ とを示 し， ロボ ッ トが公共 空 間で社 会的 に受容 され る コ ミュニケー シ ョンタス

クがあ り得 るこ とを明 らか にす る．

次 に， この結 果 を受 けて， ロボ ッ トによる コ ミュニ ケーシ ョンタス クが通行人

と出会 う際の振 る舞 い方 法 として， コ ミュニケー シ ョンタス クを実現す る情報提

供 法 と， コ ミュニケー シ ョンタス クを実現す る巡 回法 を提案す る．

ロボ ッ トが行 き交 う人 々 に情報提 供す る場合 の ロボ ッ トの振 る舞 い として，通

行 人 に対 して ロボ ッ トか らの情報 を一方 的に聞 く受動 的対話 の場合 ，聞 いた内容

に対 して ロボ ッ トにイ ンタラクテ ィブ な対話 を行 う場合 の2種 類 を選 ぶ ．情報 を

提供す る ロボ ッ トも，ロボ ッ ト1台 による単独 対話方法 と2台 がイ ンタ ラクテ ィブ



な対 話 を行 う社 会 的対話 の2種 類 を選び ， ロボ ッ トに これ ら2種 類 を実装 す る．

駅構 内で8日 間の フ ィール ド実験 を行 い，両者 の関係 を分析す る．実験 の結果 ，4種

類 の場合 の中で，2台 の ロボ ッ トが社会 的対話 を して，通行人 が受動 的対話 で聞

く場 合 が， ロボ ッ トに よる情報提 供が通行 人 に伝 わ りや す くな るこ とを示 す ． こ

れ によって， ロボ ッ ト側 の情報提供 方法 の基本特 性を明 らかにす る．

ロボ ッ トが公共空 間で移 動 ・巡 回 しなが ら，通行人 に コ ミュニケー シ ョンタス

クを行 う場合 に，警備員 の巡回形態 に習 い， 「邪魔 にな らない，人 に話 しかけやす

い」， ロボ ッ ト巡 回法 を提案す る．39名 のア ンケー ト調 査 か ら 「邪 魔 にな らない，

人 に話 しか けやす い」印象 を通行 人 に与 え るこ と， さ らに 「親 しみやす さ」 の印

象 も与 えるこ とを明 らかにす る．

これ らの実験 結果 に よって ，公 共空 間において，人型 ロボ ッ トとい う実体が人

に代 わ って コ ミュニケー シ ョンタス クを行 うこ との妥 当性 を明 らか にす る．次 に，

人 に振 る舞 う情報提供 法 と巡 回法 を提案 し，公共空 間で ロボ ッ トに実装 し，それ

ぞれの提案法 の有効性 を結論 づ ける．



氏 名 林 宏太郎

（論 文審査結果 の要 旨）

本 論文 は、公共 空 間にお いて、 ロボ ッ トが人 に代 わ って コ ミュニケー シ ョンを

行 うタス クに関す る研究 について述 べて い る。 警備 や道案 内な どの コ ミュニケ

ー シ ョン ・タス クを行 うロボ ッ ト開発 は これ まで もあ ったが、警備員や イ ン

フォメー シ ョンデ スクな どの人 に代 わ って、 この タス クを行 うこ とを社会 的 に

受 け容れ られ るか に関す る研 究 は これ までほ とん どなか った。本研 究 は、 この

社会 的受容性 の観点 か ら、 ロボ ッ トが人 に代 わ るタス クが あ り得 る ことを明 ら

かに した だけで な く、実際の環境 で動作す るロボ ッ トの情報提供 法お よび巡 回

法 を提案 し、 フィール ド実験 でその有効性 ・信頼性 を実証 した点 に新規性 が あ

る。 主な成果 は以下 の通 りであ る。

（1） 人 がや りた くない コ ミュニケー シ ョン ・タス ク として、延 々 と道案 内を

行 う 「単調 な タス ク」，理不尽 な要求 に対応 しな くてな らない 「嫌 なタス ク」，

依頼 されて ゴ ミ箱 か ら鍵 を拾 い上げ る 「汚 い タス ク」の3種 類 の タス クを選 び、

それ らを人 よ りもロボ ッ トにや らせ た方 が有益 であ るこ とを実験 で明 らか に し

た。

（2） この結果 を受 けて ， ロボ ッ トが公 共空 間で通 行人 と出会 う場合 に、 コ ミ

ュニ ケー シ ョン ・タスクを実現す る情報 提供法 を提 案す る。 通行人 とロボ ッ ト

の 間では、通行 人が ロボ ッ トか ら一方 的 に情報 を提供 され る受動 的対話 の場 合

と、提供 された 内容 に対 して ロボ ッ トにイ ンタラクテ ィブ な対話 を行 う場合 の2

種類 を選 ぶ。 ロボ ッ ト側 の提供方法 として、 ロボ ッ ト1台 によ る単独対話 と2

台 がイ ンタ ラクテ ィブな対話 を行 う社会 的対話 の2種 類 を実装す る。 これ らの

通行 人 ・ロボ ッ ト対話 とロボ ッ ト側 対話 を組 み合 わせ て，駅構 内で のフ ィール

ド実験 に よって 、2台 の ロボ ッ トが社会 的対話 を して，通行人 が受動 的対話で

聞 く場合 が ロボ ッ トによる情報提 供 が通行 人 に最 もよ く伝 わ りやす い こ とを明

らか した。

（3） 実際 の警備員 の巡 回形態 を分析 に よって、 ロボ ッ トが公 共空 間で移動 ・

巡 回 しなが ら、通行 人 に コ ミュニ ケーシ ョン ・タス クを行 うロボ ッ トの巡 回法

を提案 した。 この巡回法 は移動 速度 ・軌跡 と視線 に着 目した方法 であ り、公共

空 間での実験 に よって、 ロボ ッ トが歩行者 と一 定距離以 内ですれ違 うよ うに比

較 的遅 い速度 で移 動 し，歩行 者 に視線 を向け る提案 法 が単純 に同一線 方 向を巡



回す る方法 に比べ て、通行 人 に 「邪 魔 にな らない ，人 に話 しか けやす い」かっ

「親 しみや す さ」 とい う印象 も強 く与 え、提案 手法の有効性 を明 らかに した。

以 上の よ うに、工学 的な問題 を解 決す るた めに、公共 空 間において 、 ロボ ッ ト

が人 に代 わ って コ ミュニケー シ ョンを行 うタスクが あ り得 るこ と、 ロボ ッ トに

よる情報提 供法 と巡 回法 を提案 し、フ ィール ド実験 を通 じて工学的 に信 頼性 と

有用性 を確認 した ことか ら、本論 文が学術 上 ・工学 上寄与す る ところは大 きい。

よって、本論文 は博 士 （工学）の学位 論文 として価値 あ るもの と認 める。


